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事務事業名称 担当部署 
内部評価 

(最終評価) 

事務事業 

見直しプラン 

平成３０年度 令和元年度 令和２年度（１０月） 

見直しプランの達成状況 見直しプランの達成状況 

・達成済 

・一部達成 

・検討中 

見直しプランの達成状況 

コミュニティセン

ター等管理委託 

市民対話

課 
現状維持 

今後の施設整備計

画、管理のあり方につ

いて、地元自治会等と

協議を進める。 

【一部達成】 

公共施設等管理計画に

基づき、福浦地区コミュ

ニティセンターの計画的

な改修を推進するととも

に、原校区多目的施設に

ついては地元の全面管理

への移行も含めて協議を

行っていく。 

 

 

 

 

【一部達成】 

公共施設等管理計画に

基づき、福浦地区コミュ

ニティセンターの計画的

な改修を推進するととも

に、原校区多目的施設に

ついては地元の全面管理

への移行も含めて協議を

行っていく。 

 

一部達成 

福浦地区コミュニティセ

ンターについては、公共施設

等管理計画に基づき、計画的

な改修を推進する。 

原校区多目的施設につい

ては地元自治会への移譲に

ついて了解が得られない状

況である。 

文化とみどり財団

補助金 

市民対話

課 
改善 

花苗は、あらかじめ

希望を聞き、必要な施

設等に配布する方向

で検討する。 

 不用木の伐採等、新

たな緑化管理の実施

についても検討する。 

 

 

 

 

【一部達成】 

地域における不用木、

支障木の伐採等の実施に

ついて、公園施設管理協

会の取り組みを推進して

いる。 

【一部達成】 

地域における不用木、

支障木の伐採等の実施に

ついて、公園施設管理協

会の取り組みを推進して

いる。 一部達成 

花苗の配布については、必

要量を把握したうえで調達

している。 

新たな緑化管理の実施に

ついては、業務量の増加は困

難な状況である。 

（商業振興事務）

地場産業育成事業 
商工課 現状維持 

赤穂緞通が新しい

地場産業として発展

し地域のビジネスと

なるよう、引き続き後

継者の確保や育成に

よる組織の基盤強化

と運営及び緞通の普

及・啓発活動を支援し

ていく。 

 

 

 

【一部達成】 

加里屋工房を後継者育

成の活動拠点として、運

営を開始した。 

引き続き、地場産業とし

ての確立に向けた支援を

行う。 

【一部達成】 

加里屋工房を後継者育

成の活動拠点として、運

営を開始した。 

引き続き、地場産業とし

ての確立に向けた支援を

行う。 

 

達成済 

加里屋工房を後継者育成

の活動拠点として、運営の支

援を行った。 

引き続き、地場産業としての

確立に向けた支援を行った。 
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事務事業名称 担当部署 
内部評価 

(最終評価) 

事務事業 

見直しプラン 

平成３０年度 令和元年度 令和２年度（１０月） 

見直しプランの達成状況 見直しプランの達成状況 

・達成済 

・一部達成 

・検討中 

見直しプランの達成状況 

商業活性化対策事

業 
商工課 現状維持 

商業団体と現行制

度の課題について検

討・協議を行うととも

に、引き続き連携し

て、空き店舗のデータ

ベース化や制度周知

に取り組み、空き店舗

の解消、商店街のにぎ

わい等、活性化を図っ

ていく。 

【一部達成】 

空き店舗等の情報や支

援制度について、市ホー

ムページを通じて周知

し、空き店舗の解消や商

店街のにぎわいづくり、

地域の活性化を図ってい

く。 

【一部達成】 

空き店舗等の情報や支

援制度について、市ホー

ムページを通じて周知

し、空き店舗の解消や商

店街のにぎわいづくり、

地域の活性化を図ってい

く。 

一部達成 

空き店舗等の情報や支援

制度について、市ホームペー

ジを通じて周知し、空き店舗

の解消や商店街のにぎわい

づくり、地域の活性化を図っ

ていく。 

赤穂ブランド推進

事業 

農林水産

課 
現状維持 

赤穂市総合戦略目

標年度である平成３

１年度に赤穂ブラン

ドを構築するため、生

産者及び観光・商工業

関係省と協議を行う。 

【検討中】 

県や西播磨圏域でも認

証制度等が乱立し、十分

な効果を生んでいるとは

言い難い状況であり、赤

穂独自の認証制度の構築

は、時期尚早である。 

当面は、赤穂を代表す

るブランドとなる可能性

をもつ産品や加工品を育

成すべく、生産者の支援

に取り組み、生産者にと

って有意義な制度を構築

するため、調査研究を継

続する。 

【検討中】 

赤穂を代表するブラン

ドとなる産品や加工品を

育成するために、生産者

との意見交換会を実施し

たが、赤穂独自の認証制

度の構築は時期尚早とな

った。 

今後については、更に生

産者やその他団体等と意

見交換や協議を重ね、有

効的な制度を構築するた

めの調査研究を行う。 

一部達成 

生産者等との意見交換を

ふまえ、ブランド力向上の取

り組みとともに、地理的表示

（GI）保護制度や地域団体

商標の登録等によるブラン

ド価値を保護する取り組み

を支援する方針。 

 令和２年度に赤穂市漁協

による牡蠣の地域団体商標

の登録申請を支援する。 

（土地改良事業補

助）団体営土地改

良事業補助 

農林水産

課 
現状維持 

農業者の高齢化や

後継者不足など農業

者数（組合員数）が減

少し農業環境が厳し

さを増す中ではある

が、今後も自主運営に

向け更なる指導を行

いながら、広大な受益

面積に係る農業用施

設の適正な維持管理

に努める。 

 

【一部達成】 

赤穂土地改良区の広大

な受益面積に係る農業用

施設の適正かつ効果的な

維持管理に努めながら、

自主運営に向け、継続的

に指導を行いたい。 

【一部達成】 

赤穂土地改良区の広大

な受益面積に係る農業用

施設の適正かつ効果的な

維持管理に努めた。 

今後についても、自主運

営に向け、継続的に指導

を行う。 

 

一部達成 

赤穂土地改良区の組合員

の高齢化や後継者不足が進

行しており、受益地にある多

くの農業用施設の維持管理

に支障が生じている。 

今後も継続的な支援が必要

であるが、農業者自身が能動

的に運営に携われるよう指

導・助言を行う。 
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事務事業名称 担当部署 
内部評価 

(最終評価) 

事務事業 

見直しプラン 

平成３０年度 令和元年度 令和２年度（１０月） 

見直しプランの達成状況 見直しプランの達成状況 

・達成済 

・一部達成 

・検討中 

見直しプランの達成状況 

津波・高潮危機管

理対策事業 

農林水産

課 
現状維持 

施設の長寿命化修

繕計画に基づき、施設

の重要度や優先度、緊

急度等を考慮し、計画

的・効果的な事業実施

に努める。 

【一部達成】 

平成２８年度に策定し

た長寿命化修繕計画に基

づき、平成３０年度に補

修設計、平成３１年度に

補修工事を行う予定であ

り、計画的に事業を進め

ている。 

 

【一部達成】 

平成３０年度に補修設

計が完了した。今年度に

補修工事を予定してお

り、計画的な事業進捗に

努める。 達成済 

平成２８年度に策定した

長寿命化修繕計画に基づき、

平成３０年度に坂越漁港の

修繕工事が完了した。 

今後は、長寿命化修繕計画

（機能保全計画）策定から５

年が経過したことから同計

画の見直しを行い、施設の適

正な維持管理計画を行う。 

 

 

議会情報化推進事

業 

議会事務

局総務課 
現状維持 

市民への情報発信

の推進について、イン

ターネット中継に関

し、現状はパソコン環

境での配信であり、今

後広く普及している

スマートフォン、タブ

レット環境への対応

や、議会のホームペー

ジあるいは、市議会だ

より（議会報）の広報

の充実を検討するな

ど、議会（議会活性化）

において協議してい

く。 

 

 

【検討中】 

昨年度、議会（議会活

性化）において協議し、

他の検討項目との優先順

位、予算関係等合わせて

検討した結果、今後も引

き続き協議していくもの

としたものである。 

今年度も議会（議会活

性化）の中で検討してい

く予定である。 

【検討中】 

議会（議会活性化）に

おいて協議し、他の検討

項目との優先順位、予算

関係等合わせて検討した

結果、今後も引き続き協

議していくものとしたも

のである。 

今年度も議会活性化に関

する課題事項を精査し、

引き続き検討(研究)して

いく予定である。 

達成済 

市議会本会議の映像を、ラ

イブ配信と録画により、イン

ターネット配信しているが、

議会（議会活性化）により令

和２年４月以降分について

は、スマホ・タブレット等で

も閲覧可能とするなど、広報

の充実化を図った。今後も開

かれた議会として情報発信

に努めていく。 

コミュニティ･ス

クール推進事業 

学校教育

課 
拡充 

平成２９年度のコ

ミュニティ･スクール

実施校３校から平成

３０年度には７校実

施に拡充を行う。 

【一部達成】 

コミュニティ・スクー

ル実施校が小学校５校と

中学校２校の計７校とな

った。３１年度には更に

拡充を行う。 

【一部達成】 

今年度は実施校が１１

校となり、地域とともに

ある学校づくりが更に推

進された。次年度は残る

４校にも設置し、コミュ

ニティ・スクール化を完

了する計画である。 

 

達成済 

令和２年４月から、市内全

小中学校において、コミュニ

ティ・スクールを実施してい

る。 
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事務事業名称 担当部署 
内部評価 

(最終評価) 

事務事業 

見直しプラン 

平成３０年度 令和元年度 令和２年度（１０月） 

見直しプランの達成状況 見直しプランの達成状況 

・達成済 

・一部達成 

・検討中 

見直しプランの達成状況 

児童生徒交流会推

進事業 

学校教育

課 
現状維持 

平成２９年度より

一般市民を取り込ん

だ交流大会は、取りや

めた。 

平成３０年度から

市内中学生の交流を

行い、それを受け、各

中学校区で小学校と

中学校の交流会を設

ける。 

より深い小中学校

連携を行いたい。 

【一部達成】 

子どもの主体性を生か

した中学校生徒会のネッ

トワークの構築を進め

る。各校での取り組みを

更に充実させることで学

校の良いものを光らせ広

めるように取り組む。 

小学校とのよりよい連携

を計画的に進めていきた

い。 

【一部達成】 

本事業は、中学校生徒

会のネットワーク化を図

り、各校における自主的

な取組を共有し、良いも

のを光らせ広める機会を

提供してきた。 

今後は、近隣校同士の生

徒会を中心とした交流に

よって、その密度を高め

ることで、学校間の交流

へと進化させたい。 

 

達成済 

新型コロナウイルス感染

症対策のため、交流行事は中

断しているが、特にいじめや

メディアリテラシー等、生徒

自身も主体的に考えていく

機会を育む機会を醸成する

ため、生徒会の交流は、今後

も継続していく。 

学習支援教員配置

事業 

学校教育

課 
現状維持 

引き続き、児童数の

推移を注視し、児童一

人一人の学びを支え

る学習活動になるよ

う教員を配置する。 

【一部達成】 

県による加配措置を優

先しながら、複式学級を

解消すべく教員の配置を

行っているが、県費職員

と同一労働でありながら

同一程度の賃金が保障さ

れていないことが課題と

なっている。 

 

【一部達成】 

県による複式解消のた

めの加配措置を補う教員

を配置するだけでなく、

本来の「学習を支援する

教員」としての弾力的な

配置ができるよう、会計

年度任用職員としての採

用が可能となるよう努め

る。 

一部達成 

令和３年度以降、市内に複

式学級ができるため、その解

消に向けて、県の事業も活用

しながら、学習支援員の配置

を進めていく。 

学校施設安全対策

事業 

教育委員

会総務課 
現状維持 

消防用設備点検や

遊具等点検、特殊建築

物定期調査等で指摘

された老朽個所のう

ち、営繕や修繕工事で

対応できない個所に

ついて継続的に整備

する必要がある。 

安全面を最優先に

考え、計画的な整備を

進める。 

 

【一部達成】 

学校施設の現地ヒアリ

ングを行うなど、施設の

危険度・緊急度は常に把

握に努めている。消防用

設備点検などの指摘事項

は、危険の予見や、法令

不適合のため早急に是正

に向け整備を進めていき

たい。 

長寿命化に係る個別施

設計画策定の中で指針を

定めていく。 

 

【一部達成】 

学校施設の現地ヒアリ

ングを行うなど、施設の

危険度・緊急度は常に把

握に努めている。消防用

設備点検などの指摘事項

は、危険の予見や、法令

不適合のため早急に是正

に向け整備を進める。 

今年度中に、学校施設の

長寿命化に係る個別施設

計画策定の中で指針を定

める。 

 

達成済 

令和元年度に、学校施設の

長寿命化に係る個別施設計

画を策定し、その計画の中

で、改修等の優先順位付けと

実施計画に計上することを

明記し、計画的な改修実施の

方針を定めた。 

今後、各校の要望と危険度

を適切に判断し学校施設の

安全対策を行う。 
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事務事業名称 担当部署 
内部評価 

(最終評価) 

事務事業 

見直しプラン 

平成３０年度 令和元年度 令和２年度（１０月） 

見直しプランの達成状況 見直しプランの達成状況 

・達成済 

・一部達成 

・検討中 

見直しプランの達成状況 

(消防施設整備事

業)耐震性防火水

槽整備事業 

消防本部

総務課 
現状維持 

多様な消防水利を

確保するため、引き続

き計画的に整備する。 

【一部達成】 

平成３０年３月に４０

㎥の耐震性防火水槽１基

を加里屋地内（若水公園）

に整備した。 

引き続き大規模地震等の

発生に備え、多様な消防

水利の確保に努めてい

く。 

 

【一部達成】 

 平成３１年２月に４０

㎥の耐震性防火水槽１基

を上仮屋（鶴の丸公園）

に整備した。 

引き続き大規模地震等の

発生に備え、多様な消防

水利の確保に努めてい

く。 

達成済 

令和２年６月に１００㎥

の耐震性防火水槽を尾崎地

区(尾崎第３公園)内に設置

し、本年度御崎地区(元塩公

園)内に設置する計画であ

る。これにより１００㎥耐震

性防火水槽については、計画

に基づく設置を終了し、今後

は財政措置等を考慮しなが

ら、消防水利の確保に努め

る。 

 

 


